
２月８日は、上空約5000メートルに氷点下36度以下の寒気が流れ込み、強い冬型の気圧配置となり、鳥取県では大雪となりました。
鳥取市吉方では、８日07時までの６時間に30センチの降雪となり、顕著な大雪に関する鳥取県気象情報を発表しました。
この大雪の影響で住家の一部破損、農業用ハウスの倒壊等の被害が発生しました。また、道路の通行止めや、鉄道、バス、航空機
の運休といった交通障害、停電が発生しました。【被害状況：９日09時現在、鳥取県調べ】

「鳥取県にJETT（気象庁防災対応支援チーム）を派遣しました（２月６日、８日、９日）。」

この資料は速報として取り急ぎまとめたものです。そのため、後日内容の一部訂正や追加をすることがあります。

令和８年２月９日16時現在 気象速報 鳥取地方気象台

概要

－1－

2月8日09時 2月8日09時

令和８年２月８日の
強い冬型の気圧配置による大雪について

（鳥取県の気象速報）



※各上段の折れ線グラフは積雪深を示す。
    各下段の棒グラフは降雪量（前1時間の積雪深の差）（左軸）、折れ線グラフは積算の降雪量（右軸）を示す。

  横軸は時刻を示す。

○積雪深と降雪量（２月７日09時～９日09時）
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※各上段の折れ線グラフは積雪深を示す。
    各下段の棒グラフは降雪量（前1時間の積雪深の差）（左軸）、折れ線グラフは積算の降雪量（右軸）を示す。

  横軸は時刻を示す。
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※各上段の折れ線グラフは積雪深を示す。
    各下段の棒グラフは降雪量（前1時間の積雪深の差）（左軸）、折れ線グラフは積算の降雪量（右軸）を示す。

  横軸は時刻を示す。



鳥取地方気象台が発表した情報

○特別警報・警報・注意報発表状況
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　●：発表　　◇：特別警報から警報　　▽：特別警報から注意報　　▼：警報から注意報　　○：継続　　解：解除
　浸：浸水害　　土：土砂災害　　土浸：土砂災害、浸水害　　　　斜体字：発表　　下線：特別警報から警報
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○気象情報
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○アメダス最深積雪
２月７日09時～２月９日09時

○顕著な大雪に関する気象情報

○昨冬までの観測史上1位の値の更新
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